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潰瘍性大腸炎・クローン病治療剤｢ペンタサ
®
顆粒９４％」の薬価収載について 

 

 
キョーリン製薬ホールディングス株式会社の子会社である杏林製薬株式会社（本社：東京都千代田区、代

表取締役社長：宮下三朝、以下「杏林製薬」）が、本年８月に厚生労働省より製造販売承認を取得した潰瘍

性大腸炎･クローン病治療剤｢ペンタサ
®
顆粒９４％」(一般名：メサラジン）は本日付けで薬価基準に収載さ

れました。１２月中の製品供給を予定しており、近日中に発売いたします。 

 

杏林製薬は、炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎及びクローン病）の患者さんの医療ニーズに応えるため、新た

な剤型の開発、新用法・用量の取得等に継続的に取り組み、これまでに｢ペンタサ
®
錠２５０ mg｣｢ペンタサ

®

錠５００mg｣｢ペンタサ
®
注腸１g｣｢ペンタサ

®
坐剤１g｣を販売しています。 

｢ペンタサ
®
顆粒９４％」は、経口メサラジン製剤の錠剤が大きいことや、服用錠数が多いことに起因する

服薬困難等を改善するため開発した顆粒剤です。独自技術を活用してメサラジン含量を９４％まで高め、服

用量の大幅な減少を実現した本剤は、1回服用錠数が多くなる治療の際に、１回用量をワンスティック(メサラジン

として最高２，０００mg※）で服用することが可能となります。これらのメリットにより、患者さんの服薬アドヒア

ランスの向上に貢献できるものと考えております。 

 杏林製薬は、新たな治療選択肢として｢ペンタサ
®
顆粒９４％」をラインナップに加え、最新の情報提供を

継続的に行うことにより、今後も炎症性腸疾患の患者さんの治療に一層貢献してまいります。 

なお、本剤の売上は２０１６年３月期の売上予想に織り込んでいます。 

 
                           以 上 

＜製品写真＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             
※
分包品は、メサラジンとして(250mg含有、500mg含有、1000mg含有、2000mg含有)の4種類になります 

会 社 名      キョーリン製薬ホールディングス株式会社 

代 表 者 名       代 表 取 締 役 社 長    穂川 稔 

 （コード番号 ４５６９ 東証第１部） 

問 合 せ 先      社長室 ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部長  宮木 修次 

電 話 ０３－３５２５－４７０７ 



＜製品概要＞ 

 

１．製品名 ペンタサ
®
顆粒９４％ （PENTASA

®
Granules ９４％） 

２．一般名 メサラジン（Mesalazine） 

３．効能・効果 潰瘍性大腸炎（重症を除く）、クローン病 

４．用法・用量 

 

＜潰瘍性大腸炎＞ 

通常、成人にはメサラジンとして１日１,５００ｍｇを３回に分けて食後経口投与するが、寛解期に

は、必要に応じて１日１回の投与とすることができる。なお、年齢、症状により適宜増減するが、１

日２,２５０ｍｇを上限とする。ただし、活動期には、必要に応じて１日４,０００ｍｇを２回に分けて投与

することができる。通常、小児にはメサラジンとして１日３０～６０ｍｇ/ｋｇを３回に分けて食後経口投

与する。なお、年齢、症状により適宜増減するが、１日２,２５０ｍｇを上限とする。 

＜クローン病＞ 

通常、成人にはメサラジンとして１日１,５００ｍｇ～３,０００ｍｇを３回に分けて食後経口投与する。な

お、年齢、症状により適宜減量する。通常、小児にはメサラジンとして１日４０～６０ｍｇ/ｋｇを３回に

分けて食後経口投与する。なお、年齢、症状により適宜増減する。 

５．薬価 94％１ｇ  164.90円 

６．包装 分包 ：250mg含有※×100包、    500mg含有※×100包、 

        1000mg含有※×100包、  2000mg含有※×100包        ※メサラジンとして 

７．薬価収載日 2015年 12月 11日 

8．発売日 2015年 12月中 

 


